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令和５年度  学校経営方針 

 

公立の学校として 

国 … 日本国憲法 教育基本法 学習指導要領  
   道 … 北海道教育推進計画  「 自立・共生 」 

                      ・自他のよさを 活(i)かし  → 安心感と充実感を創り出す 

  渡島… 教育推進の重点 ３つの「ｉ」  ・意(i)欲的に学び      → 資質・能力を身に付ける 

                      ・社会を生(i)き抜く力を育む → 学びや地域の資源をつなげる 

 八雲…  第二期八雲町教育推進計画（後期） 

              １ 自他を認め持続可能な社会の創り手を育む教育活動の展開  →八雲スタイル 

              ２ 小中一貫型コミュニケーション・スクールの充実 →八雲中学校区15歳の姿 

              ３ 誰一人取り残すことのない教育の充実  →低学年25人学級、ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄ事業 

      教育行政執行方針                                     特別支援教育支援員、食育 

              ４ 安全・安心な教育環境づくりの推進    →危機管理、普通教室へのｴｱｺﾝ設置 

              ５ 町民自らが主体的に学び行動する生涯学習社会の実現 →木彫り熊、地域行事 

              ６ 心身の健康を目指した社会体育・ｽﾎﾟｰﾂの確立 →ｽﾎﾟｰﾂ教室・大会  見るｽﾎﾟｰﾂ 

 

１ 学校教育目標 

  小中一貫校：八雲中学校区が目指す子ども像 － めざす15歳の姿 － 

  「 郷土を愛し、未来を築く人間 」 

   〇健康な生徒（体） 〇創造する生徒（知） 〇実行する生徒（意） 〇感動する生徒（徳・情） 

 

  本校の教育目標                                                 

〇 きたえる子           〇 学ぶ子             〇 思いやる子 

                                                 （平成１２年４月１日制定） 

２ 重点教育目標 

「自ら学びに向かい、心豊かに学び合う子」 

 

   〇主体的で、対話的で深い学びを通して、すべての教科等で「知識・技能」や「思考力、判断力、表 

現力等」、学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の育成を図らなければならない。 

   〇勉強する大切さは理解しているが、学習がよくわからない、好きになれない、気持ちが学びに向か

わない児童が少なくない。 

   〇問題解決型の授業では自力解決のあとに交流の場を設け、広がりや深まりを求めて学び合っている

が、必ずしも十分とは言えない状況である。 

   〇仲間がたくさんいることが本校の強みである。いろいろな子と学び合い、認め合える関係を築いて 

いくことが大切。「いつでも・どこでも・だれとでも」「ひとりでも・みんなとも」学べる児童を育

成していく。 

 

３ 目指す子どもの姿 

「自分がよくて みんなもよい」 

    

   〇自己の楽しさや達成感を追求するだけでなく、もう一歩踏み込んで周囲にも目を配る、気を配る気

持ちや実践的な態度を大いに認める。 

   〇子どもたちの個性や学習状況に応じた「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に進める。 

   〇互いに思いやり、支え合いながら社会の一員として生きていくための資質を育む。 
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４ 経営の方針 

児童と教職員が共に成長する学校 

 「子どもも 大人も ここからチャレンジ」 

 

     〇児童にとって最大の教育環境は教職員である。教職員の成長が児童の成長につながる。 

   〇今の自分、今の学級、今の環境（現在地）から先を見つめて行動を起こす。学び続ける。 

 

５ 経営・指導の重点 

 （１）主体的で対話的で深い学びに向かう授業の構築 

   ◇八雲町確かな学び推進会議と連携した学力向上部による校内研修の充実 

   ◇日常的な授業実践の交流促進、学習状況の確認・指導・助言 

   〇文の構造や文章・図表の内容を正しく理解（教科書を正しく読む）する読解力を育む 

   〇学習用端末を効果的に活用し、個に応じた学びを進める 

   〇問題解決的な学習過程を重視し、グラウンドデザインを意識したわかる授業づくり 

   〇言語意識（相手、場面、目的、方法、評価）を大切にアウトプットさせる場面づくり 

 

（２）豊かな心を育む道徳教育の推進 

 ◇小中一貫重点項目の設定（Ｒ５「いじめ根絶・郷土愛」）と道徳科を中核とした心豊かな子の育成 

 ◇体験活動や多様な表現・鑑賞活動等を通した道徳教育の充実 

 〇児童の心に響く教科書の活用や地域の教育素材を生かした資料の開発 

 〇他教科、特別活動等との関連を図った道徳教育の指導の工夫と改善 

 〇特別の教科道徳の実践交流（学年・ブロック内）、読解力向上を意識した道徳科の授業づくり 

 

（３）かけがえのない命を守り、自ら心身を鍛える健康安全教育の推進 

   ◇災害や事故・事件から児童を守るため、関係機関との連携による万全な体制・対策の整備 

◇危機管理マニュアルの見直しと事例研修等による危機管理意識の高揚 

   ◇安全で安心してスポーツや運動遊びに親しめる体育施設の維持管理と体育指導の充実 

   〇生命・健康の大切さを認識させ、健康で自他の安全に留意して生活する態度の育成 

〇スポーツに親しむ習慣や食習慣が身に付く指導、性に関する学習の充実 

 〇学校施設、教材教具の安全管理、安全点検の徹底。工夫のある「点検」活動の実施 

 

（４）自発的、自立的な態度を育み、児童の発達を支える生徒指導の充実 

   ◇教職員と児童、児童同士の豊かな人間関係を築く、支持的風土を醸成する学年・学級経営の推進 

   ◇生徒指導、保護者対応の問題解決スキルを高める校内研修の実施 

     〇児童理解を深める日常的な観察と教育相談・保護者懇談の実施 

     〇ピア・サポート事業を積極的に活用した支え合いの気持ちや自己有用感の伸長 

   〇いじめ・不登校の未然防止と早期発見・早期解決および事後観察の徹底 

   〇さまざまな個性・特性を持つ子が共に学ぶ学年・学級の「みんなのルール」づくり 

 

 （５）自主的、実践的な態度を育て、よりよい人間関係を育む特別活動 

   ◇高学年のリーダーシップ養成にかかわる管理職員（校長・教頭）による働きかけの改善 

   ◇児童会活動、クラブ活動における異学年交流の積極的な緩和 

   〇学級や学校における生活づくりへの参画。話し合い・合意形成・意思決定の場の設定 

   〇次の学習や生活への意欲を喚起する学校行事や児童集会の実施。児童の学校行事への協力 

        

 （６）地域の素材・人材を活用したふるさと学習の拡充 

   ◇郷土への愛着や誇りを育み、町の歴史や文化への関心や理解が高まる素材や人材リストの整備 

     ◇生活科、総合的な学習の時間の中間・最終発表会における実践検証 

   〇積極的な学び（生活科・総合的な学習の時間）の学年交流 

     〇見学や体験活動の拡充と専門家の積極的招へい。地域や人から学ぶ「よさ」の実感 
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 （７）一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育 

   ◇教職員の共通理解と校内支援体制の充実、自立や社会性を培う特別支援教育の推進 

   ◇共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築、関係機関との密接な連携 

   〇多様な教育的ニーズ（児童・保護者）の共有と柔軟な対応 

   〇子どもの可能性を伸ばす八雲町個別支援計画「カラフル」に基づいた支援の充実 

   〇全校児童を対象とした児童事例研修会の定期的開催 

 

 （８）子どもたちの学びを支える教育環境の充実 

   ◇複雑かつ多様な課題に対応できる教員の指導力向上（子どもの最大の教育環境は教員） 

   ◇学びに向かう子どもの構え（学習規律）を学校全体で身に付ける体制づくり 

   ◇多様な変化に対応できる教育環境の中・長期的な展望に立った計画的な整備 

   〇座り方、筆記用具のもち方、チャイム席、学習用具の準備等、学習者として基本の定着 

   〇余裕教室の効果的な活用と「置き勉」の奨励 

   〇学校図書館の整備・充実と読書活動の推進 

   〇子どもの生活リズムを考えた日課表の見直し、弾力的運用 

   〇子どものためになる朝学習、学力の定着につながる家庭学習の奨励 

   〇教職員業務の効率化を図る校務のＩＣＴ化 

   〇ワーク・ライフ・バランスを実現するための「個の気づき」 

 

６ 年度の主な取組 
（１）確かな学力の定着（知） 

ア. 学習の約束の徹底      ・学習の約束の確認 ・「よくわかる八雲小」の活用 

・スタートカリキュラムの確認 

イ. くり返し学習の推進    ・放課後学習、朝学習、補充学習等の充実 

             ・チャレンジテスト結果の有効活用 

ウ. 基礎・基本の確実な定着  ・専科や少人数指導による指導の充実・カリキュラムマネジメント 

エ. 学力調査等の分析と活用  ・分析、課題の洗い出しと指導法へのフィードバック 

オ. 主体的・対話的で深い学び ・校内研修における指導法の定着 

カ. 特別支援への理解と共有  ・分掌及びコーディネーターによる学習機会と関係機関との連携 

キ. ICTとプログラミング教育  ・ICT機器の積極的活用、活用に関する研修・情報交流 

（２）豊かな人間性の育成（徳） 

ア. 安定した学級経営     ・学び合う、認め合う支持的風土の醸成と統一感ある指導方法 

イ. 道徳教育の充実      ・CS共通重点項目を意識した指導 

             ・道徳の授業改善、授業の公開  ・年間指導計画の工夫、改善 

ウ. 積極的生徒指導の充実   ・調査等を活用したいじめ撲滅や自己存在感有用感の醸成 

エ. 基本的生活習慣の定着   ・「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発、推進 

             ・あいさつ運動の充実  ・メディア利用時間の短縮 

オ. 文化活動の充実      ・朝読書、読書活動の充実  ・家読10分 

（３）健やかな身体の育成（体） 

ア. 体育的活動の充実    ・体育の時間の運動量確保  ・新体力テスト全校２回実施 

            ・運動会、遠足、水泳学習、スキー学習への取組  ・運動の日常化 

            ・体育専科を中心とした教員の指導力向上 

イ. 安心・安全な学校生活  ・校内危険個所点検 ・安全マニュアルの見直し ・通学路安全点検 

            ・避難訓練、聞き取り訓練、交通安全教室、防犯教室等の実施 

            ・対応フローチャートの見直しと常時掲示 

ウ. 健康教育と食育の推進  ・養護教諭や栄養教諭のＴＴ指導 ・外部人材の積極的利用 

エ. 感染症の予防      ・各種ウイルス、インフルエンザ等の予防 ・発生時の対応の確認 

オ. 異学年交流       ・給食交流会 ・高学年と低学年の交流清掃（感染状況による） 

カ. 救急法の教職員研修   ・ＡＥＤ、エピペン使用、アレルギーのための情報共有と研修 

  キ. 性に関する特別授業   ・外部講師を招いて実施 
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７ 学校教育目標・重点教育目標の検証 

  ・「全国学力・学習状況調査」、「全国体力・運動能力運動習慣等調査」数値結果の分析 

  ・「ＮＲＴ」「知能検査」数値結果のクロス分析 

 ・「北海道チャレンジテスト」「単元テスト」数値結果の分析 

  ・「児童アンケート」、「保護者アンケート」、「職員アンケート」の数値分析 

 ・学級担任による児童観察 

 

≪きたえる子≫  

 自分の体力や運動能力、健康の状況を知り、自ら向上するよう継続的に努力する 

・児童アンケート「体育が好き」と答える児童が85％以上 

・児童アンケート「休み時間の好きな遊びは運動遊び」と答える児童が85％以上 

・（全国体力の数値目標…育成部と相談） 

 

≪学 ぶ 子≫  

 全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する 

・児童アンケートから（学力向上部と相談） 

・児童アンケートから（    〃    ） 

・全国学力学習状況調査、学力検査の正答率の向上（平均を目指す） 

・北海道チャレンジテスト、渡島管内の平均正答率を上回る 

・算数の単元テスト 正答率85％以上 

・家庭学習「学年×10分」を達成している児童80％ 

 

≪思いやる子≫  

相手を認め、思いやりをもって行動できる 

・児童アンケート「学校が楽しい」を95％以上 

・いじめアンケート「いじめは許されない」を95％以上 

・月別生活目標の振り返り「他人への思いやり、親切」肯定的回答を95％以上にする。 

・質問紙調査「人が困っているときは、進んで助けている」 肯定回答が全国平均 

 

≪そ の 他≫  

 ・質問紙調査「自分にはよいところがある」 

・  〃  「将来の夢や目標を持っている」 

・  〃  「今住んでいる地域の行事に参加している」 

・質問紙調査「国語の勉強は好きだ」 肯定回答が全国平均以上 

・  〃  「算数の勉強は好きだ」 肯定回答が全国平均以上 

 

 


